
  

 

 

 

           

 新しい年を迎えました。1 月は、お正月ならではの日本独自の風習があり、伝統文化にふれることができる良い機会ですね。子ど

もたちも、お休みの間、家族で過ごし満ち足りた気持ちで新年を迎えている事と思います。 

今号は、以前読んだキリスト教保育誌の中から心に残った文章をご紹介します。 

 

知恵は宝石よりも尊く、あなたの望む何物も、これと比べるに足らない。     口語訳聖書・箴言 3章 15 

今の世の中は、ものを覚えることに価値を置き過ぎるように思えてなりません。それが、教育を誤らせているのではないかと気になるの

です。 

子どもは、身体いっぱいを使って未知のものを「知ろう」としています。何かを「知る」という時、頭で覚えるということを否定するわけには

いきませんが、手と身体と心で「知る」ことの方が、もっと確かです。子どもたちは、毎日の遊びや暮らしの中で、立派な「学習」をしている

訳です。失敗や失望も含めて、そして喜びや充実感を味わいながら、色々なことを学んでいるのです。全人格的に「知る」営みをしている

のです。このような営みを、＜知恵＞と呼んでもよいと思います。このようにして得られた「知恵」は、子どもたちのこれからの人生に大き

な力となるでしょう。そして、これを基礎に、それこそいくらでも、いわゆる＜知恵＞を積み重ねることができるでしょう。 

＜知恵＞こそ、子どもたちの「宝石」です。これを守り、育むことが、私たちの保育士の「つとめ」であり、「喜び」なのです。 

1987年「キリスト教保育」誌 1月号より 

先日、中学校の先生のお話を聞く機会があり、キリスト教保育誌の文章と重なりました。 

『大きくなるにつれて成績の良い者が人として優れていると捉えてしまう傾向があるため、生徒たちも勉強は頑張ろうとする姿があ

る。しかし自分の思いを相手に伝える事が苦手な生徒は年々増えている。』という内容でした。 

自分の思いをしっかりと伝えることができるようになるためには、まず自分自身を信じることができる土台作りが必要です。乳幼

児期にこそ、意欲を育み自分の思いを存分に発揮し、「知恵」をたくさん蓄える経験を積み重ねてくことの大切さを感じました。 

昨年末は、感染症が猛威をふるい、クリスマス祝会を行うことが叶いませんでした。しかし今年で最後になるひばりぐみさんには、

クリスマスを通して意欲的に取り組んできたページェントを「お家の人に観てもらう」という形で達成させてあげたいと思います。 

今年も、ひとり一人の「思い」を大切にすることを心に留めて子どもたちと共に充実した日々を送っていきたいと思います。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。  

                                                     岸本 正子 

 

私たちのための救い主 

「瞳のようにわたしを守り あなたの翼の陰に隠してください。」（詩編１７：８） 

宝塚栄光教会牧師 岩間 洋 

 

 人間の体は、実によく出来ています。天地を創造された神様が造られたのですから、当然です。瞳は、物を見るために不可欠です

が、“目は口ほどにものを言う”ということわざがあるように、とても大切です。その瞳を守るために、まぶたがあり、まつ毛があ

り、また涙腺があります。神様は、私たちを瞳のように守ってくださいます。私たちが罪から救われるようにと、イエス様をこの世

に送り、十字架におかけになりました。このイエス様を信じるなら、誰でも罪が赦され、罪の結果である滅びから免れさせられま

す。この救いは、私たちすべての者に提供されています。神様が私たちを愛していてくださるからです。神様の愛はいつも私たちに

注がれています。誰もこの愛に漏れる人はいません。瞳のように守ってくださる神様の愛を、そのまま受け取りましょう。 
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1月の行事より 

 おもちつきあそび（日程未定） 

  みんなでおもちつきを楽しみます。・・・といっても、お餅ではなく小麦粉粘土を使います。コロナ感染予防のため、本物のお餅

を使うことができないことは残念ですが、おもちつきの雰囲気を子ども達と一緒に楽しんでいきたいと思います。 

 

28日(土) クラス懇談会（たんぽぽぐみ・ひまわりぐみ） 

  子どもたちは、この１年間、友だちや保育士との関わりの中で、安心して元気に過ごしてくれたことと思います。その成長を、

保護者の方と一緒に喜びたいと思っています。進級に向けてのお知らせもありますので、ぜひご参加ください。懇談会の時間がク

ラスによって違いますので、後日お伝えいたします。 

日時が決まり次第ご連絡させていただきます。 

 

 

お知らせ 

＊ページェントの参観にご参加いただきましてありがとうございました。今回はコロナ感染予防として密を避けるべくつくしぐみ、

めだかぐみの保護者の皆様には祝会当日以外の日程でページェントを参観していただきました。 

ご協力いただき本当にありがとうございました。 

残念ながらひばりぐみはコロナ感染により延期に延期を重ねてしまいましたが、今月 13 日（金）にはページェント参観ができる

よう感染対策をしっかりしていきたいと思っています。 

保護者の皆様にも、ご家族に体調不良の方がいらっしゃるときは登園自粛をして様子をみていただくなど、感染対策にご協力のほ

どよろしくお願いいたします。 

また、クリスマスにはたくさんの献金のご協力をありがとうございました。捧げられた献金の（\27,839）は、お知らせしていま

した通り、「ユニセフ」から、困っている方々への支援金として贈らせていただきました。 

  

＊年末年始の協力保育にご協力いただき、ありがとうございました。長いお休みを家族で楽しく過ごされたことと思います。 

子どもたちから、話を聞くことを楽しみにしたいと思います。 

 

おねがい 

＊お迎えの際、保護者の皆様には子どもから目を離さないようにお願いいたします。最近、自動ドアの開閉をお子さんが押すこと

で開閉ができなくなることが度々起こっています。機械ですので、故障すると大変なことになります。お子様の手に触れないよう、

よろしくお願いいたします。また、コドモンの登園、降園打刻も同様です。保護者の方が打刻をしてください。 

 

＊コロナ感染拡大防止のため、お迎え時には園での滞在時間が長くならないよう速やかにご帰宅いただきますよう、よろしくお願

いいたします。 

また、気づいたことや、目にしたことなど何かあれば担任や事務所などいつでも大丈夫ですのでお声かけください。 

 

＊保護者の方でリモートワークをされている日は必ず、担任にリモートであることを口頭またはコドモンにてお伝えください。お

子さんの体調不良などで緊急の連絡を速やかに取ることができるようご協力をお願いいたします。 

◎たくさんの年賀状をいただき、ありがとうございました。子どもたちのかわいい年賀状を見て私たち職員も新しい年を笑顔でス

タートすることができました。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ＊12 月中旬から「保育所入所継続書類」を配布いたしました。3 月までに、転園、転居の予定がある方は、事務所までお知らせく

ださい。 

 

 


